
連携教育施設（小児科）に関する特例認定規定

糖尿病専門医（小児科）の養成を促進するために，日本糖尿病学会専門医制度規則第 2条に基づき，研修指導医または特例研
修指導医（小児科）が在籍しない施設に対して，特例として連携教育施設（小児科）を認定する．
【資格】
連携教育施設（小児科）は次の要件を満たすものとする．
　1．認定教育施設（内科）が併設されていることを原則とする．
　　　‌�小児専門病院等で，内科（認定教育施設）が併設されていない医療機関については，近隣の認定教育施設との連携を認め

る．ただし，症例検討会の定期的開催等，下記（2．～9．）の連携教育施設（小児科）要件を確実に満たすことが出来る場
合に限る．

　2．�連携教育施設（小児科）長は研修指導医（内科）のもとで内科と連携した研修カリキュラムを作成し，実施すること．た
だし，連携教育施設（小児科）に少なくとも 1名以上の日本糖尿病学会会員が在籍すること．

　3．研修カリキュラムは，通常のカリキュラムに加えて，次の事項を必須要件とする．
　　 ①�内科と共同して行う症例検討会を定期的に行い（おおむね月 1回以上），その記録を年 1回，年間報告に含めて専門医

認定委員会に報告する．
　　 ②小児糖尿病サマーキャンプへの参加．
　4．16 歳未満発症 1型糖尿病患者 5名以上を含む，10 名以上の糖尿病患者を管理中であること．
　5．糖尿病の専門外来があること．
　6．食事指導が常時行なわれていること．
　7．糖尿病患者教育が行なわれていること．
　8．研修カリキュラムに基づく糖尿病学の研修が可能であること．
　9．診療記録管理室があること．

【研修期間，研修の認定等について】
　1．�連携教育施設（小児科）での研修は，正規の認定教育施設での研修と同等と見なし，連携教育施設（小児科）のみでの研

修 3年以上，または，両者での研修を合わせて 3年以上で専門医申請資格とする．
　2．�ただし，連携教育施設（小児科）のみで研修を行ったものは，小児糖尿病サマーキャンプへの1回以上の全日程参加また

は部分参加（部分参加の場合は，連続2泊 3日以上の参加）を必要要件とし，その参加証明書を専門医申請書類に加える
こととする．

　3．�連携教育施設（小児科）での研修終了証明書には，当該施設（小児科）長及び連携カリキュラム責任者である内科研修指
導医の両名の署名を必要とする．

【認定】
　1．�連携教育施設（小児科）の申請は，当該施設（小児科）長と，連携カリキュラムの責任者である内科の研修指導医が連名

で次の各項に定める申請書類を専門医認定委員会に申請する．
　　 ①．連携教育施設認定申請書
　　 ②．診療および連携教育施設内容説明書
　　 ③．研修計画書
　2．専門医認定委員会は随時申請書類によって審査し，認定する
　3．�本学会理事長は連携教育施設として認定された診療科に対して，理事会の議を経て本学会連携教育施設証を交付し，学会

誌に発表する．認定は 5年に更新する．
　4．連携教育施設（小児科）は認定された翌年から，所定の連携教育施設報告書を提出するものとする．
　5．更新時には，申請時と同じ申請書類を提出するものとする．

連携教育施設（小児科）の新規並びに継続の認定は，2009年度から2023年度までの特例とする．その時点で糖尿病専門医（小
児科）の養成を推進する趣旨に鑑み，適切な制度の認定について再度検討する．

＊本（特例認定）規定の改訂は専門医認定委員会および理事会の議決による
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